
平成２６年６月１ 7日
場所　：　花水木　　

夢甲斐塾　６月　運営会議議事録

○総会資料について

【次期事務局体制】（敬称略）

　・塾頭　　　：入倉（8期）
　・副塾頭　　：佐野（8期）
　・塾長補佐　：矢島（2期）、清水（3期）、入倉（8期）
　・事務局長　：萩原（10期）
　・事務局次長：丸山（9期）、山崎（12期）、加藤（13期）
　・会計　　　：前田（10期）
　・14期生担当：矢島（2期）、稲葉（10期）、柴田（7期）、小俣（11期）、望月恵美子（13期）
　【次期事業計画】

　　◇１４期カリキュラム

　　・運営費用についての説明を追加　→　資料は柴田さん作成

　　・１３期生でおこなったOB塾生の話は２名で５分ずつではあまり印象に残っていない。入塾生へ
のエールで終わってしまい、自分たちが行なった活動を主に話して欲しかった。

　　・OBの活動の一覧を配ったほうがいい。
　　・OBの名簿についてはプライバシーの関係もあるので、詳しいものは配らない。
　

○OB塾生の活動について

・現役生からOB塾生がどんな活動をしているかわからないという話がでている。（過去を含め）

・OB塾生を知らないということもある。花水木に来ることがあれば知る機会はあったが、そうでな
ければ知る機会もなく、そこでもし出会えていれば、途中でフェードアウトしなかったかもしれな

い。

・「自習自得」という名目で過去の先輩の活動は気にするなと言われて、先輩塾生の活動について聞

くこともできず、どんどんできる人がいる期ではいいが、そうでなければ例会をやることだけに追

われて出発したら参加しないという現実があるのでは。

・中長期的に見据えて、塾長が関われない形になった場合にも継続できるような形にしていったほう

が良い。

・一番最初にOBがやっている活動を知るために、その活動のフィールドへ行くことを考えるように
と塾長にも言われている。７月早々に１４期生担当で集まって話したい。

・「不便・不自由・不親切」については、違う形で捉えてしまった人は、それが運営側に対する不信

感につながった。

・カリキュラムについては、矢島塾長補佐を中心に１４期生担当で預かる。

○１４期生募集委員会

【入塾説明会】



・第１回 6／14＠県立図書館　１４期候補者６名、塾生１３名

・第２回 6／18＠県立図書館　１４期候補者６～８名（参加予定）

・追加で 26、30日に花水木で説明会をおこなうが、それでも来れない場合には、別途花水木を借り
ることも考える。（１対１の個別対応はしない。）

・入塾申込書の提出はまだまだこれからと考えているが、２０人を目標。（現時点で提出は０だけ

ど、入塾の濃厚な人は６人ほど）

・第１回の説明会で申込書の説明をお茶会のあとの最後にしていたが、ある程度落ち着いて話を聞

けるように、お茶会の前の方がいい。

【入塾式】

・タイムスケジュール

10：30　塾頭あいさつ　（5分）

10：35　来賓あいさつ　（15分：3名×5分）

10：50　宝物発表　（40分：20名×2分）　→　司会者は導入部分に工夫を！

11：30　塾長講話　（25分）

11：55　インフォメーション　（5分）

12：00　終了

・来賓の招待については、事務局が招待状を送付　→　萩原次長が対応

【交流会】

・出発式後の交流会については募集委員会にて仕切り。会場は田富町の「居酒屋となり」（１２期

大森さん）で 18：30からおこなう。

・名札を用意しておく。

○１３期生関係

【前日の夜の懇親会】

・20:00ぐらいから開始。料金は宿泊費込みで飲む人 5000円、飲まない人 3500円。

【昼食について】

・花水木に弁当を発注。13期の方で人数を確認する。

【出発式】

・タイムスケジュール

13：30　リーダーあいさつ　（5分）

13：35　塾頭あいさつ　（5分）

13：40　13期生の想い発表　（65分：13名×(発表 3分＋塾長から 2分）)

14：45　塾長講話　（60分）

15：45　終了　→　塾長の奥様の出番をどこかで入れてほしい

　　・外で行うことを想定（晴天時）。

→　雨だけではなく直射日光についても考慮してもらいたい旨、塾長より話があった。



・１３期へ渡す本は、塾長に相談して塾長に選んでいただく。

　

○名簿の整理について

・メーリングリストの名前とアドレスがリンクされていないため、配信状況を確認するうえでメー

ルアドレスと名前について回答をするようにメーリングリストで協力依頼を配信。

・事務局メーリングは人数も少なくここにいるメンバーが基本となるのである程度確認できた。

・全体メーリングについては、協力依頼をした時点で自分から削除した人もあり。回答があったも

のも一部にとどまったため、再度各期の連絡係から期ごとに依頼。これによる回答は 1件のみ。

・関わりたくない人については追わないで整理する方向へ。

・回答がない人については、２００個近いアドレスを１つ１つ名簿と照合させて行くことは非効率

であるため、柴田さんがからかってダメであれば最終的に新しいメーリングリストに作り直した

い。

・１、２期生については往復はがきで確認するという案も出ている。

　○その他

　　・次回の事務局会議は 7／16（水）（来季事務局体制）

　　・総会資料最終チェック 7／1（火）（事務局長、次長、会計）

　　・１４期カリキュラム会議 7／4（金）（１４期生担当、事務局）


